
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
六
十
二
号

瀬
戸
内
海
漁
業
取
締
規
則

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
き
、
瀬
戸
内
海
漁
業
取
締

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
瀬
戸
内
海
（
漁
業
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
十
号
）
第
十
六
条
の
表
瀬

戸
内
海
の
項
下
欄
に
掲
げ
る
海
域
を
い
う
。
）
に
お
け

る
漁
業
の
取
締
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

（
も藻

場
等
に
お
け
る
ひ
き
網
漁
業
の
禁
止
）

第
二
条
　
何
人
も
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
海
域
に

お
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
ひ
き
網
漁
業

を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
指
定
は
、
公
示
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
空
釣
こ
ぎ
漁
業
の
禁
止
）

第
三
条
　
何
人
も
、
空
釣
こ
ぎ
に
よ
り
営
む
漁
業
（
以
下

「
空
釣
こ
ぎ
漁
業
」
と
い
う
。
）
を
営
ん
で
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
及
び
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
海
域
内
に
お
け
る
推
進
機
関
を
備
え

る
漁
船
（
以
下
「
動
力
漁
船
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し

な
い
空
釣
こ
ぎ
漁
業
及
び
そ
の
推
進
機
関
の
馬
力
数
が

四
十
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
な
い
動
力
漁
船
を
使
用
す

る
一
そ
う
び
き
空
釣
こ
ぎ
漁
業
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
沖
縄
式
追
込
網
漁
業
の
禁
止
）

第
四
条
　
何
人
も
、
沖
縄
式
追
込
網
漁
業
（
沖
縄
式
追
込

網
に
よ
り
営
む
漁
業
を
い
う
。
）
を
営
ん
で
は
な
ら
な

い
。

（
火
光
利
用
の
制
限
）

第
五
条
　
何
人
も
、
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
期
間
及

び
海
域
内
で
な
け
れ
ば
、
火
光
を
利
用
す
る
漁
業
で
あ

っ
て
農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
を
営
ん
で
は
な

ら
な
い
。

２
　
左
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
漁
業
の
一
統
（
一
漁
ろヽ
うヽ

単
位
を
い
う
。
）
に
使
用
す
る
火
船
の
隻
数
並
び
に
火

船
一
隻
当
た
り
及
び
一
統
当
た
り
の
集
魚
灯
に
使
用
す

る
電
球
の
総
電
気
設
備
容
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中

欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

漁
業
の
種

類

火

船

の

隻
数

総
電
気
設
備
容
量

火
船
一
隻
当
た
り
一
統
当
た
り

敷
網
漁
業

三
隻

〇
・
五
キ
ロ
ワ

ッ
ト

一
・
五
キ
ロ
ワ

ッ
ト

ま
き
網
漁

業

四
隻

一
・
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト

三
・
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト

３
　
第
一
項
の
指
定
に
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準

用
す
る
。

（
ま
だ
い
の
採
捕
制
限
）

第
六
条
　
何
人
も
、
毎
年
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
期
間
は
、
全
長
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
ま

だ
い
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
漁
業
の
地
方
名
称
の
告
示
）

第
七
条
　
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
四
条
並
び
に
第

五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
漁
業
の
地
方
名

称
は
、
府
県
知
事
に
お
い
て
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
停
船
命
令
）

第
八
条
　
漁
業
監
督
官
は
、
漁
業
法
第
百
二
十
八
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
質
問
を
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
操
船
又
は
漁
ろ
う
を
指
揮
監
督
す
る
者

に
対
し
、
停
船
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
停
船
命
令
は
、
同
項
の
検
査
又

は
質
問
を
す
る
旨
を
告
げ
、
又
は
表
示
し
、
か
つ
、
国

際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
国
際
信
号
書
に
規
定
す
る
次

に
掲
げ
る
信
号
そ
の
他
の
適
切
な
手
段
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

一
　
別
記
様
式
に
よ
る
信
号
旗
Ｌ
を
掲
げ
る
こ
と
。

二
　
サ
イ
レ
ン
、
汽
笛
そ
の
他
の
音
響
信
号
に
よ
り
Ｌ

の
信
号
（
短
音
一
回
、
長
音
一
回
、
短
音
二
回
）
を

約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続
し
て
行
う
こ
と
。

三
　
投
光
器
に
よ
り
Ｌ
の
信
号
（
短
光
一
回
、
長
光
一

回
、
短
光
二
回
）
を
約
七
秒
の
間
隔
を
置
い
て
連
続

し
て
行
う
こ
と
。

３
　
前
項
に
お
い
て
、
「
長
音
」
又
は
「
長
光
」
と
は
、

約
三
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は
投
光
を
い
い
、
「
短
音
」

又
は
「
短
光
」
と
は
、
約
一
秒
間
継
続
す
る
吹
鳴
又
は

投
光
を
い
う
。

（
罰
則
）

第
九
条
　
第
二
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
二
年
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
犯
人
が
所
有
し
、
又
は

所
持
す
る
漁
獲
物
、
そ
の
製
品
、
漁
船
又
は
漁
具
そ
の

他
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
用
に
供
さ
れ
る
物
は
、
没
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
犯
人
が
所
有
し
て
い

た
こ
れ
ら
の
物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
追
徴
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
十
条
　
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
の
規
定
に
違
反

し
て
採
捕
し
た
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を

知
つ
て
販
売
し
、
又
は
所
持
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
十
一
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代

理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は

人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
、
第
九
条
第
一
項
又
は

前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る

ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑

を
科
す
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
第
五
条
に
規
定
す
る

漁
業
に
つ
い
て
の
漁
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
府
県
規
則
に
基
き
、
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け

て
い
る
そ
の
推
進
機
関
の
馬
力
数
が
五
十
馬
力
を
こ
え

る
動
力
漁
船
に
つ
い
て
は
、
当
該
動
力
漁
船
の
代
船
建

造
（
代
船
購
入
を
含
む
。
）
又
は
推
進
機
関
の
換
装
を

行
う
ま
で
は
、
第
五
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
瀬
戸
内
海
に
お
い
て

魚
群
探
知
器
を
装
置
し
た
漁
船
を
使
用
し
て

き
ん巾

着
網
漁

業
又
は
揚
繰
網
漁
業
を
営
ん
で
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
海
域
に
お
い
て
当
該
漁
船

を
使
用
し
て
当
該
漁
業
を
営
む
場
合
に
限
り
、
第
六
条

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
但
し
、
農
林
水
産
大
臣
が

漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
、
瀬
戸
内
海
連
合
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
当
該
漁
業
を
営
む

者
ご
と
に
期
日
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
期
日
以
降

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
瀬
戸
内
海
漁
業
取
締
規
則
（
昭
和
十
二
年
農
林
省
令

第
四
十
七
号
。
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
は
、
廃

止
す
る
。

７
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
省
令
第
三
条
但
書

の
規
定
に
基
く
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

は
、
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
許
可
に
附

さ
れ
た
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
は
、
旧
省
令
第
三

条
但
書
に
規
定
す
る
期
間
及
び
区
域
内
に
お
い
て
、
な

お
当
該
漁
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
こ
の
省
令
施
行
前
（
旧
省
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

漁
業
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
失
効
前
）
に
し
た

行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

施
行
後
（
同
条
の
規
定
に
よ
る
漁
業
の
禁
止
に
つ
い
て

は
、
同
条
の
失
効
後
）
で
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
三
月
一
〇
日
農
林
省
令

第
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
五
月
二
一
日
農
林
省
令

第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
三
年
一
二
月
二
二
日
農
林
省

令
第
五
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
〇
日
農
林
省

令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
二
月
一
日
農
林
省
令
第

一
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
三
月
三
一
日
農
林
省
令

第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
九
年
一
一
月
二
二
日
農
林
省

令
第
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
七
月
五
日
農
林
省
令
第

四
九
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
一
一
日
農
林
水
産

省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
及
び
水
産
資
源
保
護
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
六
十
二

号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
二
三
日
農
林
水
産
省

令
第
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
二
一
日
農
林
水
産

省
令
第
一
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
七
日
農
林
水
産

省
令
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
漁
船
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

十
三
年
農
林
水
産
省
令
第
百
五
十
三
号
）
附
則
第
二
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
推
進
機
関
の
馬
力

数
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
動
力
漁
船

の
推
進
機
関
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
二
五
日
農
林
水
産

省
令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
一
九
日
農
林
水
産

省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第

十
二
条
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の

省
令
の
附
則
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
た
事
項
に
係
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
並

び
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
処
分
が
効
力
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に

し
た
当
該
処
分
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
漁
業
取
締

り
上
行
う
農
林
水
産
大
臣
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
附
則

第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
八
日
農
林
水
産
省
令

第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日

（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

期間

海
域

一　毎年十二月

１
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
点
を
順
次
に
結
ん

だ
三
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
（
兵
庫

県
淡
路
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
二
千
メ

ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た

海
域
を
除
く
。
）

イ
　
兵
庫
県
淡
路
市
浦
川
河
口
中
央

一日から翌年三月三十一日まで

ロ
　
イ
の
点
か
ら
磁
針
方
位
九
十
度
の
線
と
、
兵
庫

県
神
戸
市
鉄
拐
山
頂
上
と
和
歌
山
県
和
歌
山
市
地
ノ

島
東
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ハ
　
兵
庫
県
神
戸
市
鉄
拐
山
頂
上
と
和
歌
山
県
和
歌

山
市
地
ノ
島
東
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
ニ
の
点
と
大

阪
府
と
兵
庫
県
と
の
境
界
に
あ
る
中
島
川
河
口
中
央

と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ニ
　
兵
庫
県
洲
本
市
柏
原
山
頂
上

　

２
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
点
を
順
次
に
結
ん

だ
三
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
（
兵
庫

県
淡
路
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
メ
ー

ト
ル
の
距
離
の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海

域
及
び
同
県
南
あ
わ
じ
市
沼
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時

海
岸
線
か
ら
二
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
陸
岸
と

に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。
）

イ
　
兵
庫
県
洲
本
市
高
崎
突
端

ロ
　
兵
庫
県
神
戸
市
鉄
拐
山
頂
上
と
イ
の
点
と
を
結

ん
だ
線
の
延
長
線
と
、
和
歌
山
県
海
南
市
荒
崎
突
端

と
徳
島
県
徳
島
市
眉
山
頂
上
と
を
結
ん
だ
線
と
の

交
点

ハ
　
和
歌
山
県
海
南
市
荒
崎
突
端
と
徳
島
県
徳
島
市

眉
山
頂
上
と
を
結
ん
だ
線
と
、
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

門
崎
突
端
と
ニ
の
点
と
を
結
ん
だ
線
の
延
長
線
と
の

交
点

ニ
　
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
潮
崎
突
端

　

３
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
の
三
点
を
順
次
に
結
ん
だ
二

線
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
の
六
点
を
順
次
に

結
ん
だ
五
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域

（
兵
庫
県
淡
路
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら

二
千
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲

ま
れ
た
海
域
及
び
同
県
姫
路
市
家
島
諸
島
の
周
辺
最

大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離

の
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。
）

イ
　
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
丸
山
埼
西
端

ロ
　
イ
の
点
と
兵
庫
県
姫
路
市
ク
ラ
掛
島
頂
上
と
を

結
ん
だ
線
と
、
同
県
洲
本
市
都
志
港
北
防
波
堤
灯
台

中
心
点
と
ハ
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ハ
　
兵
庫
県
赤
穂
市
赤
穂
御
埼
灯
台
中
心
点

ニ
　
兵
庫
県
加
古
川
市
東
播
磨
港
別
府
防
波
堤
灯
台

中
心
点

ホ
　
イ
の
点
と
ニ
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と
、
兵
庫
県

明
石
市
明
石
城
跡
坤
櫓
中
心
点
と
香
川
県
小
豆
郡
小

豆
島
町
星
ヶ
城
山
頂
上
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ヘ
　
兵
庫
県
明
石
市
明
石
城
跡
坤
櫓
中
心
点
と
香
川

県
小
豆
郡
小
豆
島
町
星
ヶ
城
山
頂
上
と
を
結
ん
だ
線

と
、
兵
庫
県
洲
本
市
先
山
頂
上
か
ら
磁
針
方
位
八
度

の
線
と
の
交
点

ト
　
兵
庫
県
洲
本
市
先
山
頂
上
か
ら
磁
針
方
位
八
度

の
線
と
、
同
県
淡
路
市
松
帆
埼
突
端
と
香
川
県
小
豆

郡
小
豆
島
町
大
角
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

チ
　
兵
庫
県
淡
路
市
松
帆
埼
突
端
と
香
川
県
小
豆
郡

小
豆
島
町
大
角
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
リ
の
点

と
兵
庫
県
明
石
市
東
播
磨
港
二
見
南
防
波
堤
灯
台
中

心
点
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

リ
　
兵
庫
県
淡
路
市
観
音
寺
山
頂
上

　

４
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

イ
の
八
点
を
順
次
に
結
ん
だ
八
線
に
よ
つ
て
囲
ま
れ

た
海
域

イ
　
愛
媛
県
と
香
川
県
と
の
境
界
に
あ
る
余
木
崎
突

端
と
香
川
県
観
音
寺
市
伊
吹
島
赤
埼
突
端
と
を
結
ん

だ
線
上
余
木
崎
突
端
か
ら
九
百
メ
ー
ト
ル
の
点

ロ
　
愛
媛
県
と
香
川
県
と
の
境
界
に
あ
る
余
木
崎
突

端
と
香
川
県
観
音
寺
市
伊
吹
島
赤
埼
突
端
と
を
結
ん

だ
線
上
余
木
崎
突
端
か
ら
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
点

ハ
　
愛
媛
県
四
国
中
央
市
三
島
川
之
江
港
村
松
八
号

岸
壁
北
端
と
同
県
越
智
郡
上
島
町
魚
島
頂
上
と
を
結

ん
だ
線
と
、
同
県
今
治
市
虎
ヶ
鼻
突
端
と
香
川
県
観

音
寺
市
豊
浜
港
西
防
波
堤
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の

交
点

ニ
　
愛
媛
県
四
国
中
央
市
三
島
川
之
江
港
村
松
八
号

岸
壁
北
端
と
同
県
越
智
郡
上
島
町
魚
島
頂
上
と
を
結

ん
だ
線
と
、
香
川
県
観
音
寺
市
豊
浜
港
西
防
波
堤
突

端
と
愛
媛
県
今
治
市
美
濃
島
南
端
と
を
結
ん
だ
線
と

の
交
点

ホ
　
香
川
県
観
音
寺
市
豊
浜
港
西
防
波
堤
突
端
と
愛

媛
県
今
治
市
美
濃
島
南
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
香
川

県
観
音
寺
市
伊
吹
島
赤
埼
突
端
と
愛
媛
県
今
治
市
小

比
岐
島
東
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ヘ
　
香
川
県
観
音
寺
市
伊
吹
島
赤
埼
突
端
と
愛
媛
県

今
治
市
小
比
岐
島
東
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
市
梶

島
西
端
と
同
県
西
条
市
今
在
家
と
同
市
氷
見
と
の
最

大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
を
結
ん
だ
線

と
の
交
点

ト
　
愛
媛
県
今
治
市
梶
島
西
端
と
同
県
西
条
市
今
在

家
と
同
市
氷
見
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る

境
界
点
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
市
と
同
県
今
治
市
の

境
界
に
あ
る
大
崎
ヶ
鼻
突
端
と
同
県
新
居
浜
市
御
代

島
北
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

チ
　
愛
媛
県
四
国
中
央
市
仏
崎
突
端
と
同
県
越
智
郡

上
島
町
江
ノ
島
頂
上
と
を
結
ん
だ
線
上
仏
崎
突
端
か

ら
四
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
点

　

５
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の
四
点
を
順
次
に

結
ん
だ
四
線
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域

イ
　
愛
媛
県
今
治
市
吉
海
町
仁
江
と
同
市
吉
海
町
名

と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同
県

新
居
浜
市
御
代
島
東
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
県
今

治
市
蒼
社
川
河
口
中
央
と
同
県
越
智
郡
上
島
町
弓
削

島
楡
田
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ロ
　
愛
媛
県
今
治
市
蒼
社
川
河
口
中
央
と
同
県
越
智

郡
上
島
町
弓
削
島
楡
田
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、

同
県
今
治
市
伯
方
島
首
頭
埼
突
端
と
同
県
新
居
浜
市

大
島
松
ノ
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ハ
　
愛
媛
県
今
治
市
伯
方
島
首
頭
埼
突
端
と
同
県
新

居
浜
市
大
島
松
ノ
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
県

越
智
郡
上
島
町
豊
島
西
端
と
同
県
今
治
市
頓
田
川
河

口
中
央
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ニ
　
愛
媛
県
越
智
郡
上
島
町
豊
島
西
端
と
同
県
今
治

市
頓
田
川
河
口
中
央
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
県
新
居

浜
市
御
代
島
東
端
と
同
県
今
治
市
吉
海
町
仁
江
と
同

市
吉
海
町
名
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境

界
点
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

　

６
　
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の
四
点
を
順
次
に

結
ん
だ
四
線
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域

イ
　
愛
媛
県
今
治
市
梶
取
ノ
鼻
突
端

ロ
　
イ
の
点
と
愛
媛
県
松
山
市
安
居
島
北
端
と
を
結

ん
だ
線
と
、
同
県
今
治
市
怪
島
頂
上
か
ら
真
方
位
二

百
二
十
六
度
二
千
百
メ
ー
ト
ル
の
点
（
同
市
旧
皆
曲

鼻
）
と
広
島
県
呉
市
大
崎
下
島
沖
友
上
鼻
突
端
と
を

結
ん
だ
線
と
の
交
点

ハ
　
愛
媛
県
今
治
市
怪
島
頂
上
か
ら
真
方
位
二
百
二

十
六
度
二
千
百
メ
ー
ト
ル
の
点
（
同
市
旧
皆
曲
鼻
）

と
広
島
県
呉
市
大
崎
下
島
沖
友
上
鼻
突
端
と
を
結
ん

だ
線
と
、
愛
媛
県
今
治
市
波
方
町
と
同
市
大
西
町
と

の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同
県
松

山
市
小
安
居
島
南
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ニ
　
愛
媛
県
今
治
市
波
方
町
と
同
市
大
西
町
と
の
最

大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
と
同
県
松
山
市

小
安
居
島
南
端
と
を
結
ん
だ
線
と
、
同
県
今
治
市
諏

訪
ノ
鼻
突
端
と
イ
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

二　毎年二

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
点
を
順
次
に
結
ん
だ
三

線
、
ニ
と
ホ
の
二
点
を
結
ん
だ
線
以
北
の
大
分
県
東

国
東
郡
姫
島
村
姫
島
（
以
下
「
姫
島
」
と
い
う
。
）

の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
八
千
メ
ー
ト
ル
の

距
離
の
線
及
び
ホ
、
ヘ
、
ト
の
三
点
を
順
次
に
結
ん

2



月一日から七月十日まで及び八月二十日から九月三十日まで

だ
二
線
と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
（
イ
と

ロ
の
二
点
を
結
ん
だ
線
、
イ
の
点
か
ら
ト
の
点
に
至

る
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
距

離
の
線
、
ヘ
と
ト
の
二
点
を
結
ん
だ
線
及
び
陸
岸
と

に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
並
び
に
姫
島
の
周
辺
最
大

高
潮
時
海
岸
線
か
ら
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線

と
陸
岸
と
に
よ
つ
て
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。
）

イ
　
福
岡
県
と
大
分
県
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

お
け
る
境
界
点

ロ
　
イ
の
点
か
ら
真
方
位
六
度
十
五
分
の
線
と
、
福

岡
県
行
橋
市
蓑
島
山
頂
上
と
大
分
県
豊
後
高
田
市
長

崎
鼻
突
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ハ
　
北
緯
三
十
三
度
四
十
八
分
二
十
一
秒
東
経
百
三

十
一
度
二
十
九
分
三
十
三
秒
の
点
（
周
防
灘
航
路
第

三
号
灯
浮
標
）

ニ
　
姫
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
八
千
メ

ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
、
ハ
の
点
と
北
緯
三
十
三
度

四
十
七
分
十
八
秒
東
経
百
三
十
一
度
三
十
五
分
二
十

七
秒
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ホ
　
姫
島
の
周
辺
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
八
千
メ

ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
、
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村

姫
島
灯
台
中
心
点
と
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
小
祝
島

西
端
と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ヘ
　
ホ
の
点
と
北
緯
三
十
三
度
三
十
七
分
四
十
八
秒

東
経
百
三
十
一
度
四
十
七
分
三
十
八
秒
の
点
（
伊
予

灘
西
航
路
第
三
号
灯
浮
標
）
と
を
結
ん
だ
線
と
、
姫

島
三
ツ
石
鼻
突
端
と
北
緯
三
十
三
度
四
十
二
分
三
十

三
秒
東
経
百
三
十
一
度
四
十
四
分
三
十
九
秒
の
点

（
伊
予
灘
西
航
路
第
四
号
灯
浮
標
）
と
を
結
ん
だ
線

の
延
長
線
と
の
交
点

ト
　
大
分
県
国
東
市
国
東
港
富
来
浦
北
防
波
堤
灯
台

中
心
点

別
記
様
式

別記様式

備考

１ 斜線の部分は、黒であり、その他の部分は、黄である。

２ この旗は、国際海事機関の採択した国際信号書に掲載の「L」
旗（あなたは、すぐ停船されたい。）である。

３ 数字は、センチメートルを示す。
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